
10年後の佐用町のために

大切にしていきたいこと

企画防災課 まちづくり企画室
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総合計画審議会＆役場プロジェクトチームの会議開催の趣旨

みんなで考え、話し合ってつくる『みんなのための総合計画』

今まで
以上に

今日の取り組み内容

○１０年後の佐用町のために大切にしていきたいこと
○まちの将来像

についてみんなで分け隔てなく話し合いながら考えましょう！

次回
○私が、私たちが１０年後の佐用町のためにできること
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取組みの紹介
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役場プロジェクトチームメンバー
第１回 6/18
○総合計画について共有
○まちの現状を共有（人口推移、高齢化率推移、公共施設等の維持管理費、財政状況）
○各課の現状の課題／今後生じてくる課題のヒアリング結果共有
○１０年後を想像したときの出てきそうな課題について考える

第２回 11/11
○改めて 縮充のまちづくりとは
○自分が考える「縮充」について意見共有
○縮充したまちになるために大切な行動や
心掛けを考えてみる

所 属

総 務 課
情報政策課
企画防災課
税 務 課
住 民 課
健康福祉課
高年介護課
農林振興課
商工観光課
建 設 課
上下水道課
上 月 支 所
南 光 支 所
三日月支所
教 育 課
生涯学習課

～今後～
第３回 2月頃
○行政の施策を協議

第４回 6月頃
○総合戦略・人口ビジョンを盛り込む

第５回 9月頃
○全体の確認
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出てきた話題（抜粋）

○施設維持は資金面よりも事業者の不足により困難になる

○消防団員は今以上に災害時に出動が困難になる

○利用者数減少による支所のあり方、体制

○単身世帯増加による生活困窮者・ひきこもりの人などの課題が増加

○介護人材の不足

○農業の担い手、後継者不足

○小・中学校のあり方

その他にも

１４４
の話題が上がってきました 7



総合計画審議会

第１回 11/17
○総合計画とは何かを共有
○佐用町の現状共有（人口等の推移、課題）
○縮充のまちづくりについて共有
○私が思う「これって縮充？」を出し合い、意見交換

所 属

人権擁護委員
教育委員会
高等学校
消防団

民生委員児童委員協議会
社会福祉協議会
社会福祉協議会
若者農業者
商工会
観光協会
農業委員

平福地域づくり協議会
三日月地域づくり協議会

佐用連合自治会
南光連合自治会

三日月地域女性代表
佐用地域若者代表
上月地域若者代表

公募委員

第２回 2/20
○総合計画の内容協議

第３回 5月頃
○基本計画素案共有・審議

第４回 7月頃
○基本構想、計画、目標KPIを共有・審議

第５回 9月頃
○基本構想、計画、目標KPIを確認

第６回 10月頃
○パブリックコメント意見共有・最終審議
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私が思う「これって縮充？」まとめ
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総合計画審議会 会長からの講評

○縮充の「縮」は人口が縮むというという面だけでなく、
心的距離が縮まるというプラスの視点も含まれている

○縮充Bookの中には行政の視点が弱い

兵庫大学教授 田端和彦先生
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佐用町の状況のおさらい
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佐用町の状況

○面積

○人口

○職員数

○公共施設
（維持管理費）

○水道
（維持管理費）

○町道
（維持管理費）

○財源

変わらない

減少

減少

増加

増加

増加

減少

・地域コミュニティー維持困難
・医療などのサービス低下
・買い物困難
・交流機会の減少
・鳥獣被害の増加

・労働力の不足
・消費の低迷（企業活動低下）
・企業の撤退・倒産の増加
・就労先の減少

・地域行事や伝統芸能の消滅

・人口流出の加速
・少子高齢化の加速
・空き家の増加
・耕作放棄地の増加
・景観の悪化

・税収減少、財政悪化
・職員数減少し、行政機能が弱体化
・災害対応に支障
・インフラ（水道、道路、橋）の更新が困難
・交通サービスの維持困難

・介護人材の不足

安心・安全で幸せと思える暮らしをいかにして
守っていくかを考えなければならない

出てきた佐用町での課題
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これからの
まちづくりの考え
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これからの新たなまちづくりの考え

これからも

より心豊かで幸せと思える

佐用町がつづいていくために

どう取り組んでいくかを考えていく
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より心豊かに幸せに暮らすために

積極的な取り組みや新たな考え方への転換や受け入れが大切

佐用町：縮充のまちづくり

縮充という言葉はつかっていないが、
将来を見据えより充実したまちにするための取り組みは大小みんなしてきている？

取り組み事例

Ｒ５～
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【縮充】

将来を見据えて前向きに取り組むこと
（変えていく、受け入れていく）

これまで以上に多くのみんなが参加し、考え、取り組むことが重要

○町の合併
○若者グループ活動応援事業
○地域のかたが家庭科授業

○海内地域づくり協議会の若者へのサポート
○地域デイサービス（既存事業との複合）
○気軽に集まれる場所の提供



次期総合計画の仕立て

【コンセプト】

縮充のまちづくり

“小さくても 少なくても こころ豊かでしあわせ”

【大切にしたいポイント】

○実際に手に取って使える

○行政のためだけでなく、住民のためにもなる

みんなの総合計画
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他市町の総合計画の
仕立て事例紹介

（杉岡先生より）
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参考にしたい総合計画

（企画防災課 芳原より）
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島根県海士町

個人レベル～多人数レベルで取り組む内容を表現 19



1人でできること 10人でできること

100人でできること 1000人でできること

ひとり～みんなでまちづくりに取り組むための表現 20



兵庫県川西市
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基本姿勢

全体的にやわらかい表現 22



体系図

パッと見ただけでわかる内容の表現 23



佐用町の次期総合計画
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考えていきたいこと
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小さくても 少なくても
こころ豊かで幸せとおもえるまち

になるために

私たちは、
何をすればいいのか

何を大切にしていくのか

みんなで考える



総合計画の全体像

めざす将来像

将来像
小さくても 少なくても

こころ豊かで しあわせと 思えるまち（仮）

10年後の佐用町のために
大切にしていきたいこと

めざす将来像のために

行動や取組み

私が、私たちができること

※みんなで取組むことを表現

基本計画
行動や取り組みを
後押しする各種施策
（行政・団体・個人）

施策

縮充マインド

楽しくつながる やってみたいが叶う みんなが主人公
身の丈にあった
見直し

さようが好き

ポジティブなつながりを
楽しむまち

チャレンジを
応援できるまち

一人ひとりが主役に
なれるまち

未来を考え
出来るところから始める

我がまちを誇りに思う
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総合計画の全体像

めざす将来像

将来像
小さくても 少なくても

こころ豊かで しあわせと 思えるまち（仮）

10年後の佐用町のために
大切にしていきたいこと

めざす将来像のために

行動や取組み

私が、私たちができること

※みんなで取組むことを表現

基本計画
行動や取り組みを
後押しする各種施策
（行政・団体・個人）

施策

縮充マインド

楽しくつながる やってみたいが叶う みんなが主人公
身の丈にあった
見直し

さようが好き

ポジティブなつながりを
楽しむまち

チャレンジを
応援できるまち

一人ひとりが主役に
なれるまち

未来を考え
出来るところから始める

我がまちを誇りに思う

今回はこの部分を
みなさんで話し合っていきましょう
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